








未来へはばたけ新たな技術



　真剣な表情で、6本足ロボットを組み立てる子どもたち――。

　これは9月22日に平塚商工会議所で開催された「少年少女ロボットセミナーin平塚2012」での一コマです。セミナーは一日掛かりですが、完成したロボットを試しに動かすと、子どもたちは満面の笑みを浮かべ、歓声が会場いっぱいに響き渡りました。

　10月25日～27日、さまざまな製品や技術を一堂に展示する「湘南ひらつかテクノフェア2012」をひらつかアリーナで開催します。

　将来の技術革新へとつながるヒントが眠っているかもしれません。




詳しくは次ページへ











[image: 工業とともに歩むまち平塚　技術力だ、日本の産業を支える]




　今年、市制施行80周年を迎えた平塚市――。その歴史をひもとくと、工業と共に歩んだ80年とも言えます。

　温故知新という言葉が示すとおり、積み重なったノウハウを学び、そこから未来を描くことで、技術は進化していきます。

　平塚の工業の歴史を振り返り、現在の姿と共に紹介します。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758




[image: 工場イラスト]





[image: 日産車体湘南工場]



平塚を代表する企業、日産車体湘南工場の製造ライン＝日産車体提供




明治期～大正期

　明治38年、海軍火薬廠（かやくしょう）の前身、日本火薬製造（後に日本爆発物製造に改称）が設置されました。これが平塚の近代工業の始まりです。

　大正期には、食料品や紡績、化学関連の企業などが進出しました。




昭和期（戦前・戦中期）

　海軍火薬廠が拡張され、ほかの海軍工廠も設置されるなど、軍需工業都市として急速に変貌しました。





昭和期（戦後・高度経済成長期）～現在

　戦後は、戦災復興都市の指定を受けました。

　昭和26年には日産車体が平塚で自動車の生産を、翌27年には横浜ゴムが旧海軍工廠跡地に工場を設立し生産を始めました。昭和30年代以降は、広大な旧海軍工廠跡地や相模川沿岸を工場用地として供給し、積極的な企業誘致をしてきました。これにより、さまざまな分野の工場が次々と建設され、特に自動車関連の工業都市として急速に発展しました。また三菱樹脂平塚工場が現在の西真土に設立されたのは、昭和36年のことです。

　工業団地は、昭和38年に造成した馬入工業団地をはじめ、昭和40年代～60年代に大神工業団地や東八幡工業団地などを造成しました。平成に入ると、東豊田工業団地を造成し、住工混在の解消と工業の活性化を図ってきました。

　最新の工業統計調査で、市の製造品出荷額等は1兆円を超え、県内で5位となっています。




◆市の工業施策は――

　市産業振興計画を基に、企業の新規立地や既存企業の流出防止、新たな雇用の創出などを図っています。

　産業振興課の武井悟課長代理は「湘南ひらつかテクノフェアへの支援以外にも、中小企業への施設整備や金融支援、産学公の連携なども推進しています。支援策を解説した冊子『ビジネス支援ガイドブック』を、市のウェブでもご覧いただけます」と、その支援体制を紹介します。





[image: 湘南ひらつかテクノフェアを開催]




　一般の方も、自由に観覧できます。地元で活躍する企業の技術力を間近で見て、聞いて、体験してみませんか。

問：平塚商工会議所工業支援課　電話：0463-22-2512

　産業振興課　電話：0463-21-9758




[image: テクノフェア]




　午前10時～午後5時（27日は午後4時まで）。ひらつかアリーナ（中堂246-1）。





テクノフェアの部

　出展企業（133社）の製品などの展示のほか、各種プレゼンテーションの開催。中小企業の海外展開セミナー「アジアで成功するためのポイント」、25日（木）午後1時30分～3時30分。産学公講演会「産学連携プロジェクト・健康医科学研究」、26日（金）午前11時～正午。経営コンサルタントによる事業継続計画（ＢＣＰ）セミナー、26日（金）午後3時30分～5時。




ジョイントイベントの部

　児童生徒創意くふう展。平塚市技能者表彰式、25日（木）テクノフェアで、個性あふれるロボットが登場芝工大午前11時～正午。技術移転マッチング商談会、26日（金）午後1時30分～3時。県立平塚高等職業技術校によるものづくり体験コーナー、27日（土）午前10時～午後4時。



[image: 動画を見る]





行こう！地元の企業祭



　市内の企業が、地域や顧客などへの日頃の感謝の意味を込めて開催します。子どもから大人まで楽しめるイベントが盛りだくさんです。イベント内容などの詳細は、各企業のウェブなどでご覧いただけます。

　会場へは、公共交通機関などをご利用ください。




初開催

小松製作所「コマツ湘南工場フェア2012」

　建設機械が間近で見られます。平塚駅北口12番線バス乗り場から、臨時無料バスが出ます。

　10月28日（日）午前10時～午後3時。小雨決行。小松製作所湘南工場（四之宮3-25-1）。




●イベント内容

　建設機械による曲芸ショー・ミニ建機でボールすくい体験・キャラクターショー・子ども用遊具コーナー・模擬店など。




[image: 小松製作所周辺地図]



問：小松製作所　電話：0463-22-8415






毎年恒例

日産車体「遊人（ゆうと）ぴあ2012」

　日産車の展示や、電気自動車の同乗体験ができます。

　10月21日（日）午前10時～午後3時。小雨決行。日産車体湘南工場（天沼10-1）。





●イベント内容

　キャラクターショー・子ども用遊具コーナー・ゲストステージ・フリーマーケット・チャリティーバザー・模擬店など。



[image: 日産車体周辺地図]



問：日産車体　電話：0463-21-8001








[image: 少年少女ロボットセミナー]




テクノフェアで、個性あふれるロボットが登場

　ロボットセミナーで製作した6本足ロボットの競技会・デザインコンテストを27日（土）午前10時30分～午後4時に、テクノフェアの会場で開催します。

　子どもたちの真剣勝負に、大きな声援を送りましょう。




モノづくりはヒトづくりから

　芝浦工業大学が主催する少年少女ロボットセミナーは、平成12年から全国で開催し、延べ約1万5000人が参加しています。テクノフェアで開催するのは、今年で3回目です。

　「ロボットセミナーを通して、子どもたちにモノづくりの楽しさを知ってほしい」と話すのは、セミナーで講師を務める同大学工学部の髙崎明人教授（次写真）。

　実は学生の理系離れも、このセミナーを開催するきっかけの一つになっているそうです。実際に、大学の理系の受験者数は、少子化の影響も重なり減少しています。日本のモノづくりは、韓国や中国の勢いに押され気味。髙崎教授は「付加価値が高い製品であれば、値段が高くても必ず売れる」と力を込めます。「そのためにも、まずはヒトづくり」と語ります。

[image: 髙﨑明人教授]




ロボットが秘める可能性

　工場の製造ラインにある産業用ロボットなど、モノづくりにとって「ロボット」は欠かせません。髙崎教授は「人間の仕事にとって代わるものが、ロボットです」と解説します。

　髙崎教授は「人間の役に立つということであれば、災害であったり、医療現場での治療・検査であったりという所で使われるのがロボットの究極の可能性かなと思います」と話します。




産学公の連携による活性化

　大学などの研究機関が提供する技術が、企業などのニーズと合致して新たな技術が生まれることもあるそうです。髙﨑教授は「産学公が連携することも、産業を活性化させる手段の一つです」と指摘します。その意味で、テクノフェアなどで産学公が交流する機会（マッチング）も重要になってくるそうです。髙崎教授は「展示会などで、中小企業の方から技術に関する相談を受けることもあります。それに対する提案をすることもありますよ」と話します。

　県は現在、平成26年のさがみ縦貫道路の全面開通をにらみ、平塚を含めた9市2町で「さがみロボット産業特区」に向けた取り組みを進めています。髙崎教授は「ロボットを製作する企業のみならず、関連する産業も成長するという意味では、制度面で後押しすることはいいことだ」と話します。

[image: テクノフェアロボット競技会]




[image: 未来の技術を発見しよう、ピックアップ企業紹介]







三菱樹脂 平塚工場

環境大臣賞を受賞

　「テクノフェアでは、自社が開発した製品を広く紹介したい」と語る、同工場の鈴木勝総務部長（次上写真）。「樹脂の強みは、さまざまな製品に応用できる意匠性」と説明します。同工場では、酒類で使われるハイバリア性ＰＥＴボトルなどの技術開発もしています。

　9月6日、水蒸気を吸着する新しい素材・ＡＱＳＯＡ（アクソア・次下写真）を使ったノンフロン冷凍機や除湿機が「第15回オゾン層保護・地球温暖化防止大賞」の環境大臣賞を受賞しました。鈴木部長は「平塚工場で開発したＡＱＳＯＡは、水蒸気を吸着・放出し、冷房や除湿の作用に変えることができます。太陽光や工場排熱などを利用でき、省エネルギーの効果も期待できます」と、その特性を語ります。

　テクノフェアではＡＱＳＯＡを使った製品のほか、耐熱パイプを使った床暖房システムなども紹介します。


[image: 鈴木勝さん写真]







[image: AQSOA]



ＡＱＳＯＡは熱交換器などに使われる素材です






◆三菱樹脂の素材を使った製品がメディアで紹介

　1月29日のフジテレビの番組「ほこ×たて」で、「絶対に破壊されない最強の壁」が取り上げられました。壁面材を何層にも積み重ねてできた壁の接合部に、同社が開発した素材が使われています。

　この壁は現在、富士山の落石防止壁として使用され、登山者の安全を守っています。






　三菱樹脂平塚工場（西真土2-1-35）は昨年10月、設立50周年を迎えた。

　敷地面積は、15万3,000平方メートル（東京ドーム約3.2個分）。

　従業員は、関係会社を含めて352人。
 




横浜ゴム 平塚製造所

介護福祉関連分野にも進出

　横浜ゴムの代名詞とも言えるタイヤのほかに、今回のテクノフェアで紹介するのは、車いす用除圧機能付きエアーセルクッション「メディエア」（次上写真）です。

　同製造所で開発に携わる飯田潔さん（次下写真）は「車いすに座る時の痛みや床ずれを防止するために開発しました」と話します。

　メディエアは、座面部分にエアーセルと呼ばれるゴム製のクッションが何個も付いています。座った時に空気が抜け、お尻が底付きする手前でセンサーが検知。その後、適正な体圧を維持するための空気が適量、各セルに送り込まれます。座った時の安定性を確保し、長時間でもその座り心地を維持できます。

　飯田さんは「テクノフェアでは、より多くの方にメディエアを知ってほしい。ぜひ、メディエアの座り心地をお試しください」と意気込みを語ってくれました。


[image: メディエア]




[image: 飯田潔さん写真]






◆「グッドデザイン賞2012」を受賞

　デザイン性と機能が優れた製品などを表彰するグッドデザイン賞。

　国内外の多くの企業や団体の中から、横浜ゴムのメディエアが同社製のタイヤと共に受賞しました。





　横浜ゴム平塚製造所（追分2-1）は、同社では核となる事業所。

　敷地面積は、約25万5,000平方メートル（東京ドーム約5.4個分）。

　従業員は、関係会社を含めて約2,700 人。






[image: 聖亘トランスネットワークが第十九回産業フロンティア賞に決定]



　運送サービスや運送システムの開発・販売などを手掛ける聖亘トランスネットワーク（横内3774）が、市内の企業を対象とした産業フロンティア賞を受賞しました。受賞製品は、トラックなどに搭載する配車ナビシステム「トランスサポーター」で、運送会社をターゲットにした配車支援と運行管理のシステムです。

　この賞は優れた製品や技術を生み出した企業や団体などを表彰しており、審査会が9月21日、平塚商工会議所で開催されました。表彰式は10月25日（木）午前10時10分から、湘南ひらつかテクノフェアの会場で開催します。また期間中、専用ブースで受賞製品を展示します。




[image: まちの話題写真リポート]



畜産に親しむ


　市内で飼育される乳牛と肉豚の出来栄えを競う第60回平塚市畜産共進会が9月25日、総合公園多目的広場で開催されました。

　当日は、市内で畜産業を営む生産者が日頃から丹精込めて育てた乳牛37頭と肉豚10頭を出品。乳牛の部では大野地区の伊藤宏さんが、肉豚の部では岡崎地区の井澤一雄（いざわいちお）さんがグランドチャンピオンに輝きました。

　また乳搾り疑似体験やバター作り、子牛ふれあいコーナーなど、市民向けのイベントも多数開催。会場に足を運んだ下島の美里幼稚園の園児たちは「牛が大きくて驚いた」「豚を初めて見た」など、大はしゃぎ。普段、なじみのない牛や豚を間近に見て、園児たちは興味津々でした。



[image: 乳牛]


[image: 畜産用の豚を見学]








里山を再生しよう


　「市民と大学生による里地里山再生プロジェクト」が10月6日、土屋の里山体験フィールドで開かれました。

　秋晴れの下、74人が参加。初秋の谷戸田で、黄金色に色付く稲の刈り取りを楽しみました。



[image: 里山体験]








いっぱい遊んだよ


　9月20日、ひらつかアリーナであそびの森が開かれ、1,562人の親子が歌やダンス、ままごとなどで元気に遊びました。

　参加は2回目という大江麻衣子さん、歩佳ちゃん親子は「みんなで遊べるのが魅力。娘は音楽に合わせて体を動かす親子リトミックがお気に入りです」と喜んでいました。


[image: あそびの森]








食道楽の世界を楽しむ


　9月30日、八重咲町の村井弦斎公園で村井弦斎まつりが開かれました。小説『食道楽』で知られる弦斎の遺徳をしのび、今年で13回目の開催となります。

　台風に備え閉会は早まりましたが、「弦斎カレーうどん」や紙芝居「弦斎さんのレシピ」などが披露され、来場した1,500人が食道楽の世界を楽しみました。


[image: 村井弦斎まつり]








囲碁でまちづくり


　囲碁のまち・平塚をＰＲする「湘南ひらつか囲碁まつり」が10月7日、紅谷パールロードなどで開かれました。

　プロ棋士と対戦できる1,000面打ち大会では、岩手県から沖縄県まで、6歳から93歳までの囲碁ファンが集結。ほかにも囲碁教室などが開かれ、会場は囲碁一色に染まりました。



[image: 湘南ひらつか囲碁祭り]








暮らしを支える下水道


　平塚駅の南側エリア・松風町～久領堤間で、汚水と雨水を同じ下水管（合流管）で処理する貯留管の設置工事が進められています。

　貯留管の1次覆工工事が完了したことに伴い、落合克宏市長が9月21日、現地を視察しました。

　貯留管の設置により、大雨が降った際には一時的に合流水をためることができ、浸水対策と川の水質改善の両面で効果を発揮します。

　今月下旬には、地域の小学生らの見学会も予定しています。落合市長は「下水道は、普段目に付かないが、暮らしを支える大切な施設。市民の皆さんにも紹介していきたい」と話していました。



[image: 下水道視察]










市長こらむ


花と緑のまちづくり



　川の土手や道路沿いの花壇など、市民の皆さんが手入れしてくださる場所が増えています。10月初めには大住中学校南側の水路の土手で、大山を背景に彼岸花を楽しみました。この広報紙が発行される頃には、花菜（かな）ガーデン北側の古川沿いにある桜並木の下で、ざる菊が咲き始めるでしょう。いずれも、地域の方々がボランティア活動として取り組んでくださっています。

　ところで、平塚市は県内トップクラスの花の生産地です。大正末期からカーネーションやスイートピーの温室栽培が始まり、昭和31年ごろから栽培が始まったバラは、51年に「かながわ名産50選」（現在は「かながわの名産100選」）に入りました。同じ昭和51年に市園芸協会ばら部会が始めた「父の日にバラを」キャンペーンは、54年には日本バラ切花協会を挙げての全国運動に広がりました。平塚市のバラは、現在でも全国有数の生産量を誇っています。

　市内には、バラの「名所」も増えてきました。今春には、地域貢献として長年栽培を続けているパイロットコーポレーション平塚事業所をはじめ、総合公園・八幡山の洋館・花菜ガーデン・ホテルサンライフガーデン・平塚駅南口広場などで「バラ巡りウオーキング」を楽しむ方々もいらっしゃいました。

　こうした市民の皆さんや企業の活動と、花の生産地という「資源」を、「まちおこし」につなげられないかと考えています。例えば、駅前に花を増やしてまちのイメージアップを図ったり、ご自慢の庭を披露するオープンガーデンを催したりできないかなどと思いを巡らせています。

　花や緑はまちを明るくし、私たちの心を癒してくれます。地域のコミュニケーションを広げ、子どもたちの五感を育んでくれます。

　皆さんと一緒に、花と緑のまちづくりを進めていきたいと願っています。



[image: 花菜ガーデン]



花菜ガーデンでは11月30日まで「ローズフェスティバル～秋～2012」を開催。約550品種の四季咲きのバラが楽しめます





平塚市長


[image: 落合克宏]








平塚の旬



　平塚は県内一の米どころ。安全・安心な新米をどうぞ！


問：農水産課　電話：0463-35-8103
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10月納期の市税・手数料



①市県民税（第3期）


②国民健康保険税（第5期）


③後期高齢者医療保険料（第4期）


④介護保険料（第5期）


⑤清掃し尿従量手数料（第7期）



納期最終日　10月31日(水)


問：①市税総務課　電話：0463-21-8769


　　②保険年金課　電話：0463-21-8775


　　③保険年金課　電話：0463-21-9768


　　④介護保険課　電話：0463-21-8790


　　⑤環境業務課　電話：0463-21-8796






湘南バンクへ行こう



平塚市営競輪


　迫力あるレースを、肌で感じませんか。


ＦⅡ（前節）

11月9日（金）～11日（日）




問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935


[image: ウィンディ君]








がんばれ湘南ベルマーレ



　11月11日が、今シーズンのベルマーレの最終戦です。


前売り券　自由席大人2,500円、小・中学生・高校生・シニア800円。チケットは、コンビニなどで販売します。



[image: 試合日程表]







応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、10月22日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 応募方法]





お知らせ


花アグリ収穫祭



　10月20日（土）～28日（日）。ひらつか花アグリの3施設を巡るクイズラリーなどを開催します。

花菜（かな）ガーデン（寺田縄496-1　電話：0463-73-6170）　産地や製法にこだわった商品を集めた、こだわりマーケット　26日（金）まで。ハロウィーンを楽しもう！　31日（水）まで。
ローズフェスティバル　11月30日（金）まで。

あさつゆ広場（寺田縄424-1　電話：0463-59-8304）　収穫祭フェア　10月20日（土）・21日（日）。農の体験・交流館（寺田縄457-5　電話：0463-58-5201）　大収穫祭　27日（土）午前10時～午後2時30分農作物の持ち寄りコンテストや、親子収穫体験、模擬店などがあります。

問：農水産課　電話：0463-35-8102
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色彩豊かなカタログを展示します



　1890年代から1920年代に、アメリカで流通していた商品カタログを展示します。美しいデザインと、当時の商品をお楽しみください。

　11月11日（日）まで。中央図書館。

問：中央図書館　電話：0463-31-0415



町内福祉村の作品展示



　10月22日（月）～26日（金）、午前8時30分～午後5時15分（22日は午前10時から、26日は午後4時まで）。本庁舎1階市民ホール。

問：福祉総務課　電話：0463-21-9848



ワールドフェア



　世界各国の料理や民族音楽に触れてみませんか。

　10月28日（日）午前10時～午後3時30分。荒天中止。紅谷町まちかど広場（紅谷町12-21）。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520



菊花展



　11月1日（木）～11日（日）、午前9時～午後4時。総合公園平塚のはらっぱ。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107



わたしたちの絵画展



　子どもたちが、市内の街並みや緑、未来の「ひらつか」などを描きました。

　11月1日（木）～4日（日）、午前9時30分～午後4時30分（4日は午後3時まで）。美術館市民アートギャラリー。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



[image: 市民アートギャラリー]



色鮮やかな作品が並びます



平塚南口ぶらりはしご酒



　11月7日（水）午後5時～10時。平塚駅南口周辺の飲食店（八重咲町・松風町・代官町・夕陽ケ丘）。前売り券3500円・当日券4000円。前売り券は、参加店舗で購入できます。詳しくは、実行委員会のウェブをご覧ください。

問：平塚ぶらりはしご酒実行委員会　電話：0463-24-4422



不動産の公売



　市税滞納で差し押さえた不動産を公売します。

　入札は12月4日（火）午後1時～1時30分。県藤沢合同庁舎（藤沢市鵠沼石上2-7-1）。詳しくは、市のウェブをご覧ください。

問：市税総務課　電話：0463-21-8769



清塚信也＆ 石田泰尚　デュオ・コンサート



　平成25年2月16日（土）午後2時開演。中央公民館。全席指定2500円。ドビュッシー「亜麻色の髪の乙女」「バイオリン・ソナタ」など。

　チケットは平成24年11月11日（日）午前10時から、市民センター内の文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課などで販売します。電話予約は13日（火）午前8時30分から、同課で受け付けます。

問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237



新春アフタヌーンコンサート　協奏曲の楽しみ



　平成25年1月20日（日）午後2時開演。市民センター。全席自由1000円（未就学児の入場はご遠慮ください）。ガーシュイン「ラプソディー・イン・ブルー」、ブラームス「バイオリン協奏曲」など。

　チケットは平成24年10月21日（日）午前10時から、市民センター内の文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課などで販売します。電話予約は23日（火）午前8時30分から、同課で受け付けます。

問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237



漏水調査をします



　水道管の水漏れを調べるため、11月中旬～平成25年3月上旬に、調査員が各家庭に伺います。

　飯島・入野・入部・大神・大島・岡崎・北豊田・城所・小鍋島・御殿4丁目・下島・田村・寺田縄・豊田打間木・豊田小嶺・豊田平等寺・豊田本郷・豊田宮下・中原下宿・長持・東豊田・ふじみ野・南豊田・横内・吉際・西真土・東真土。

問：県企業庁平塚水道営業所工務課　電話：0463-22-2711




パブリックコメントの予定



　パブリックコメント手続きでは、まちづくりなどに関する重要な政策を決定する時に、あらかじめ計画案などを公表し、意見を募集します。その後、意見と意見に対する考え方を公表します。

　平成24年度下半期に予定しているパブリックコメントは、次のとおりです。詳しくは、各担当課までお問い合わせください。計画案の進み具合により、年度内に実施できない場合もあります。

問：協働推進課　電話：0463-21-9618
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湘南国際マラソンで交通規制をします



11月3日（祝）午前8時～午後3時45分（スタート・ゴール地点の周辺は午前6時～午後4時30分）




　西湘バイパス西湘二宮IC～国道134号江の島入口の上下線と新湘南バイパス茅ケ崎西IC～茅ケ崎海岸ICの下り線が日中、通行止めになります。交通規制の時間は、場所により異なりますので、地図で確認してください。コース周辺の道路は混雑が予想されるため、国道1号などをご利用ください。交通規制の詳細は、実行委員会のウェブでもご覧いただけます。

問：湘南国際マラソン実行委員会　電話：0463-70-6667


[image: 応募方法]
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　リーグ戦の対戦成績を基に段・級位を認定します。棋力により5クラスに分かれて対戦します。

　①12月8日（土）午前9時45分～午後1時30分②9日（日）午前9時45分～午後3時。市民センター。市内・大磯町・二宮町に在住・在学の中学生以下の方で①は19級～25級②は有段者・1級～18級。1,000円。

募：はがきで、必要事項・年齢・学校名・学年・囲碁の段または級位・子ども囲碁教室に通っている方は教室名を、11月22日（木）までに、〒254-0045見附町15-1文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。





募集


国民健康保険運営協議会の市民委員


　4人（選考）。次の条件を全て満たす方①本市国民健康保険に1年以上加入②平成25年1月1日時点で満20歳以上、任期満了時に74歳以下③平日に開く協議会に参加できる④市のほかの付属機関などの委員になっていない。任期は平成25年1月1日～平成26年12月31日。

募：郵送または直接、応募動機（800字程度）と必要事項・生年月日・性別・職業・市審議会などの委員経験の有無を、11月19日（月）までに、本庁舎1階⑫番窓口の保険年金課　電話：0463-21-8776へ。



市営住宅の入居者


　入居予定日は平成25年3月1日（金）。抽選。戸数は変更になることがあります。

　次の条件を全て満たす方①20歳以上または既婚②夫婦や親子主体の家族③市内に1年以上住民登録をしている④収入が基準以内⑤住宅困窮理由が市の条件に該当している⑥市税などの滞納がない⑦応募者または同居しようとする親族が暴力団員でない。単身世帯は②を除く。優遇枠は、母子または父子世帯・老人世帯・障がい者世帯など。車いす専用住宅は、応募者または同居者が車いすを常時使う場合に限る。

一般世帯用（2人以上）　虹ケ浜3戸・虹ケ浜東1戸・虹ケ浜西1戸（事故住宅）・龍城ケ丘2戸・中原下宿1戸・中原上宿2戸・東中原8戸（うち優遇枠2戸）・田村宮の前5戸（うち優遇枠1戸・事故住宅1戸）・万田貝塚1戸・出縄中谷戸1戸。

単身世帯用　中原子の神、東中原、万田貝塚、各1戸。

車いす専用住宅（2人以上）　万田貝塚1戸。

募：10月19日（金）から、本庁舎1階案内窓口や公民館などで申込書を配ります。申込書を11月7日（水）～9日（金）に、南附属庁舎2階Ｅ会議室へ。詳しくは、東急コミュニティー・平塚市営住宅サービスセンター　電話：0463-74-4005または建築住宅課　電話：0463-21-8784へ。



市民病院の職員


　①医事課職員1人②地域医療・患者支援室職員1人③社会福祉士1人④嘱託職員（診療情報管理士）若干名。

　①～③は11月下旬④は随時試験。いずれも平成25年4月1日採用予定。応募方法などの詳細は、市民病院のウェブでご確認ください。

募：病院総務課　電話：0463-32-0015



地方卸売市場運営審議会の公募委員


　2人（選考）。次の条件を全て満たす方①住民基本台帳に記載され、市内に1年以上居住②12月1日時点で、満20歳以上、75歳以下③平日に開く審議会に出席できる④市のほかの付属機関などの委員でない⑤以前に地方卸売市場運営審議会の公募委員になったことがないなど。

募：郵送または直接、応募動機（800字程度）と市役所や公民館などにある申込書を、11月16日（金）までに、〒254-0803千石河岸28-11農水産課　電話：0463-21-2066へ。申込書は、市のウェブにもあります。



封筒広告で市民にＰＲを


　平成25年度に発送する納税通知書（約18万9000部）の封筒に広告を掲載しませんか。

　4枠。1枠7万円。1枠のサイズは縦40ミリ×横90ミリ。詳しくは、市のウェブをご覧ください。

募：11月19日（月）までに、市税総務課　電話：0463-21-8769へ。



カワラノギクの観察会


　絶滅危惧種のカワラノギク（次写真）を相模川で観察し、探鳥会もします。

　10月28日（日）午前8時40分～正午。雨天中止。平塚駅北口バスターミナルに集合し、路線バスで田村十字路へ移動します。30人（先着順・小学生は保護者同伴で）。200円（バス代別）。歩きやすい服装でお越しください。

募：往復はがきで、参加者全員の必要事項・年齢を、みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852へ。
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保護活動が進行中



家事家計講習会


　テーマは「エコと整理と家計の管理」です。

　11月13日（火）午前10時～正午。中央公民館。120人（先着順）。300円。

募：10月19日（金）から、平塚友の会　電話：0463-59-1997（平日、午前10時～午後4時）へ。



ＮＰＯ法人の設立講座


　ＮＰＯ（民間非営利団体）を設立するときのポイントや、運営の具体例などを分かりやすく解説します。

　11月9日（金）午後6時～8時。市民活動センター。法人化を考えている市民活動団体の方ら60人（先着順）。

募：電話・ファクス・メールで、氏名・連絡先を市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scnnet.ne.jpへ。



講座「女性の輝く未来の作り方、多様な働き方」


　自分らしい生き方、働き方を考えてみませんか。

　11月9日（金）午前10時～正午。市民活動センター。女性30人（抽選）。未就学児の保育もあります。

募：はがき・電話・ファクス・メールで、必要事項と保育の有無を、10月31日（水）までに、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736　メール：danjo@へ。



市民文芸「冬の部」の作品


　応募作品は、平成25年3月に発行する「市民文芸」に掲載します。市内在住・在勤・在学の方。楷書で記入した未発表の作品に限ります。応募作品は返却しません。

俳句　題は「大根」「神の留守」。3句まで。

短歌　題は自由。2首まで。

川柳　題は「守る」。3句まで。

現代詩　題は自由。800字以内。1編まで。

募：郵送・ファクス・メールで、部門・必要事項を部門ごとに、11月16日（金）までに〒254-8686豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8123　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。メールでの応募はタイトルに部門名を。



みんなのまち情報宅配便


　市の職員が市民グループなどに、市の事業や施策を説明し、意見を交換します。

　対象は、市民で構成する10人以上のグループと各種活動団体です。時間は、希望日の午前9時～午後9時の2時間以内。会場は、グループで用意してください。

　おすすめメニューは、公民館などにあるパンフレットや市のウェブをご覧ください。メニューにない事業や、パブリックコメントを募集している案件を希望する場合は、協働推進課にご相談ください。

募：希望日の2週間前までに、協働推進課　電話：0463-21-9618へ。



美術館のワークショップ


①親子で絵画表現教室

　好きな画材を家から持ってきて、音楽を聴きながら心に浮かぶ色や形を描きます。

　11月17日（土）午前10時～午後0時15分と午後2時～4時15分。美術館。小・中学生とその保護者、10組20人（抽選）。600円。

②赤ちゃんと絵画鑑賞講座

　11月22日（木）午前10時～11時。美術館。1歳～未就園児とその保護者15組。200円。

募：はがき・ファクス・メールで、講座名・実施日時・参加者全員の必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、①は11月1日（木）②は8日（木）までに、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：artmuse@へ。メールでの応募はタイトルを「ワークショップ応募」に。



世界の歌を楽しもう


　歌と楽器を楽しむワークショップです。

　11月27日～平成25年2月26日の火・水曜日、全10回、午後6時30分～8時30分。市民センター。40人（先着順）。筆記用具。お持ちの方は、リーコーダー・ハーモニカなど。1万円。

募：11月1日（木）午前8時30分から、文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



サイクル教室


　ルールやマナーを学んで楽しく自転車に乗りませんか。

　12月1日（土）午前10時～正午。雨天中止。馬入ふれあい公園。小・中学生20人（抽選。保護者も参加可）。レンタサイクル希望の方は500円。

募：はがきで、教室名・参加者全員の必要事項・年齢を、10月31日（水）までに、〒254-0074大原1-1文化スポーツまちづくり振興財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団のウェブからも応募できます。



生け垣の設置補助


　設置を考えている人は、設置前にご相談ください。

　支給額は1メートルにつき3000円。限度額は10万円。

募：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852
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　平塚・大磯の若手生産者が新鮮野菜や花を即売します。

　11月2日（金）午前10時から。売り切れ次第終了。本庁舎1階市民ホール。

問：農水産課　電話：0463-35-8103




[image: 新鮮野菜販売]








図書館の仕事を体験しませんか




　書庫の見学や本の探し方の実習、書架の整理などをします。

　11月9日（金）午前9時30分～11時30分、10日（土）午後2時～4時、16日（金）午前10時～午後3時（昼休憩1時間30分）、24日（土）午後2時～4時、25日（日）午前9時30分～11時30分。高校生を除く市内在住の18歳以上の方、各6人（抽選・昨年度参加していない方を優先）。

募：はがきまたは直接、必要事項・年齢・希望日を、10月28日（日）までに、〒254-0041浅間町12-41中央図書館　電話：0463-31-0415へ。図書館で配る応募用紙でも応募できます。直接の場合は、2階の貸出窓口にお持ちください。





◆本の補修講座

　本の補修・修理の基本技術を習得できます。

　12月6日（木）午前10時～午後3時。中央図書館。市内在住の方20人（抽選）。

募：往復はがきで、講座名・必要事項を、11月6日（火）までに、〒254-0041浅間町12-41中央図書館　電話：0463-31-0415へ。





[image: 知っとこ！防災No13]


NO.13　シェイクアウト訓練



日頃から訓練を

　8月の総合防災訓練では、全市域を対象に大地震発生時対応訓練（シェイクアウト訓練）を実施しました。ご家庭での訓練はいかがでしたか。

　この訓練は、時間と場所を選ばず自発的に実施することができます。日頃から具体的な避難行動や経路などを確認しながら訓練しましょう。

問：防災危機管理課　電話：0463-21-9734






スポーツ






市民・大学スポーツ交流フェスタ


　11月24日（土）。総合公園。運動できる服装でお越しください。


①スポーツ健康講座「いつでも、どこでも、誰でもできる体操」　午後1時30分～3時30分。総合体育館。市内在住・在勤・在学の方70人（先着順）。筆記用具・室内用運動靴・タ
オル・飲み物。


②小学生サッカー教室　午後2時～3時30分。Shonan BMW スタジアム平塚。市内在住・在学の小学生100人（先着順）。サッカーボール・運動靴・タオル・飲み物。


③市ロードレース大会　午前9時から順次出発。総合公園内周辺コース。小学校5年生以上（小・中学生は市内在住・在学）の方。


④ニュースポーツ体験　午前10時～午後2時。平塚のはらっぱ。グラウンドゴルフ・ディスクゴルフ・ペタンクなど。


募：①②は電話・ファクス・メールで、イベント名・必要事項（①は年齢②は学年も）を、③は平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640　メール：sports@などにある申込書を、10月29日（月）までに同課へ。④は当日、会場に直接お越しください。







健康ウオーキング


　秋風を感じながら、桜ケ丘公園・達上ケ丘公園・総合公園などを巡ります。


　11月13日（火）午前9時15分～午後0時30分。当日午前7時ごろのＮＨＫの天気予報で、横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は14日（水）に延期。14日も50パーセント以上の場合は中止。約7キロ。崇善公民館（見附町30-2）集合・解散。飲み物・タオル・帽子・お持ちの方は歩数計。


問：健康課　電話：0463-55-2111







ウオーキング講習会


　11月19日（月）午後1時30分～3時。大原公民館（大原1-15）。飲み物・ハンドタオル・バスタオル・室内用運動靴。


問：健康課　電話：0463-55-2111


[image: 基本を学んで始めましょう]







ひらつかアリーナの開放日


　11月6日・20日の火曜日、午前9時～午後5時。バドミントン・ソフトテニス・バレーボールなど。アリーナ半面。用具などはお持ちください。


問：ひらつかアリーナ管理事務所　電話：0463-25-0011







くすの木体操


　11月9日（金）午後1時30分～3時。講習会は横内公民館（横内2506）。健康推進員による教室は、金田公民館（入野108-1）。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。


問：健康課　電話：0463-55-2111








[image: 元気発見！！！今年もコスモスが見頃を迎えました]







　「花畑を見に来た人の笑顔や、『きれいに咲いていますね』『いつも楽しみにしています』の喜びの声で私たちの苦労が報われます」と話すのは、馬入花畑の会の根岸吉治会長（次写真）。


　相模川沿いにある馬入・光と風の花づつみではコスモスが見頃を迎えており、10月28日（日）には摘み取りができます。


　ここで週1～2回のボランティアを行う馬入花畑の会。強い日差しが残る9月24日には14人が参加し、手押し車15台分の草を刈りました。しかし、1日で刈れる面積は作業箇所の25分の1ほど。「以前刈った場所から、もう草が伸びてきているんだよ。きりがない作業だけど、元気なコスモスを見てもらうためには必要なこと」と、根岸会長は作業を続けます。


　「活動は適度な運動にもなるし、休憩時間はみんなと楽しく話をしているので、興味を持った方は現場で声を掛けてください」と、笑顔で語ってくれました。


[image: 馬入花畑の会の根岸吉治会長]








健康と福祉






童謡・唱歌を歌おう


　11月8日～29日の木曜日、全4回、午前10時～正午。東部福祉会館白寿荘（大神2885-3）。市内在住の60歳以上の方40人（抽選）。筆記用具。


募：電話または直接、10月22日（月）午前9時～27日（土）午後4時に、東部福祉会館白寿荘　電話：0463-55-7100へ。







介護予防の委託先を募集


　元気づくり高齢者介護予防運動教室・元気づくり高齢者口腔（こうくう）機能向上教室・元気高齢者転倒骨折予防教室・元気高齢者水中運動教室・家族介護教室・心と体の健康教室の6事業。11月26日（月）午後1時30分から、南附属庁舎2階Ｅ会議室で開く説明会の後、計画書を提出。詳しくは、市のウェブをご覧ください。


募：事業所名・所在地・代表者名・連絡先と応募事業名を記入した応募書を、11月9日（金）までに南附属庁舎2階の高齢福祉課　電話：0463-21-8778へ。







認知症を知ろう


　11月11日（日）。市民活動センター。①交流会　午前10時～正午。家族を介護している方や本人。②講演会　午後1時～3時。認知症に携わっている方や家族を介護している方、本人。


問：認知症と家族の会神奈川県支部　電話：044-522-6801（月・水・金の午前10時～午後4時）。







年末慰問金などを支給


　いずれも市内在住で①はⓐまたはⓑに該当する方。②③は父母の再婚や、養子縁組がある場合は対象外です。


①年末慰問金


　ⓐ生計が困難な世帯で生活保護を受けていないⓑ在宅で、身体障がい者手帳1・2級、療育手帳A1・A2、精神障がい者保健福祉手帳1級の障がい児者。


②一般遺児激励金


　平成6年4月2日以降に生まれ、両親またはひとり親と病気などで死別した方。


③交通遺児見舞金


　平成5年4月2日以降に生まれ、両親またはひとり親と交通事故で死別した遺児がいる世帯。


募：①②は10月31日（水）までに、各地区の民生委員児童委員へ。③は事故発生時に各地区の民生委員児童委員または社会福祉協議会　電話：0463-33-2333へ。







口腔がん検診


　11月25日（日）午後1時～4時。湘南歯科衛生士専門学校（八重咲町1-6）。45人（抽選）。


募：はがきで、必要事項・年齢・「口腔がん検診希望」を記入し、10月26日（金）までに、〒254-0082東豊田448-3平塚歯科医師会　電話：0463-26-8255へ。







子育て支援会員になりませんか


①説明会（自由参加）　10月23日（火）午前10時～11時または午後2時～3時。教育会館。


②オリエンテーション（参加必須）　11月8日（木）または9日（金）、午前10時～正午または午後1時30分～3時30分。福祉会館。8日午前のみ保育あり。


③講習会（参加必須）　11月16日（金）・19日（月）・20日（火）、全3回、午前9時30分～午後0時30分（保育あり）。保健センター。


募：郵送または直接、〒254-0084南豊田381ファミリー・サポート・センター　電話：0463-34-7844や公民館などにある申込書を、10月31日（水）までに、同センターへ。







家族介護教室


　サンレジデンス湘南（田村2-11-5）。いずれも先着順。①11月18日（日）午前10時～正午。高齢者の疑似体験と座談会。②12月2日（日）午後1時～3時。認知症を予防する学習療法。市内在住・在勤で高
齢者を介護している方など①は30人②は20人。筆記用具・かかとのある上履き。動きやすい服装でお越しください。


募：サンレジデンス湘南　電話：0463-54-7007







里親講座


　11月10日（土）午後1時30分～3時30分。聖園（みその）子供の家（藤沢市みその台1-3）。


募：電話・ファクスで、必要事項・保育の有無を、11月2日（金）までに、県中央児童相談所　電話：0466-84-1600　FAX：0466-84-2970へ。
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「日常へのカウントダウン」







　学園祭の終了が刻一刻と迫る。また、いつもの日々に戻ってしまうと考